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グローバル企業の経営戦略の実態と在るべき方向

大　倉　雄次郎１）

（本稿の主題）

　本稿では，狭義グローバル企業，国際企業，多国籍企業，GIE（Globally Integrated Enterprise）

を「グローバル企業」と総称して下記３点を議論している。

　第一に，グローバル企業が海外展開において我が国の人的資源の活用がなされているのかを

分析を通じて明らかにする。

　第二に，US─GAAPまたはIFRSを適用する，グローバル企業の経営戦略の展開において，

M＆Aとイノベーションの有機的関係並びに海外展開を事例分析で明らかにする。

　第三に，本稿では，グローバル企業の活動が日本経済においてどのような影響を及ぼしてい

るかを明らかにして，その経営戦略のあるべき方向を提案している。

Ⅰ．グローバル企業の経営行動とその影響

１．グローバル企業の経営行動が日本経済に及ぼす影響

（１）海外への工場移転

　中国の賃金が日本に比べて安いという理由で早くから進出して「中国は世界の工場」と呼ば

れ，更に東南アジア等にも安い労働力を求めて海外に工場を作ることが日本のグローバル企業

の経営戦略として当然のように見られた。その結果は海外生産への移行で日本国内の工場は閉

鎖されて従業員が解雇され，その結果地方都市は疲弊して，人口減少となり，過疎化が急速に

広がっている。更に，東京・近畿・中京圏の工場も閉鎖され雇用の場が失われた。

（２）名目雇用者報酬の推移

　上記の結果，日本国内の従業員の名目雇用者報酬は1995年をピークに下降している。

（３）日本の所得税収・法人税収の落ち込み

　日本のグローバル企業が海外の安い賃金を理由に海外進出をした場合，①製品の生産を受託

した海外の会社の所在国では，ⅰ．従業員は賃金収入を得る，ⅱ．工場や機械等の建設業者が
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